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令和６年度英語教育実施状況調査の結果について 

 

１ 調査目的 

英語教育の実施状況を把握・分析し、今後の国の施策の検討に資 

するとともに、各教育委員会における英語教育の充実や改善に役 

立てるために実施 

 

２ 調査の概要  

・調査実施基準日 令和６年１２月１日 

・調査対象 全ての公立中学校、高等学校 

・本調査は平成２５年度以降実施（令和２年は未実施） 

 

３ 調査項目 

〔中学校〕 

・中学生の英語力［CEFR A1以上］ 

・英語担当教師の英語力［CEFR B2以上］ 

・英語の授業等における ICT機器の活用状況 

 

〔高等学校〕 

・高校生の英語力［CEFR A2/B1以上］ 

・英語担当教師の英語力［CEFR B2/C1以上］ 

・英語の授業等における ICT機器の活用状況 

・英語を使用する機会に関すること 

・授業における英語担当教師の英語使用状況 

・ALT等の授業への参画状況 
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令和６年度英語教育実施状況調査の結果について 

 

 

 

○結果と推移について 

本県の状況（例年 12月 1日現在）                   [％] 
項目 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

中学３年生の英語力 
（CEFR A1 レベル以上） 

８５．８ 
（４７．０） 

１位 

８６．４ 
（４９．２） 

１位 

８３．８ 
（５０．０） 

１位 

７９．８ 
（５２．４） 

１位 
中学校英語担当教師の英語力 
（CEFR B2 レベル以上） 

６４．８ 
（４０．８） 

１位 

６５．３ 
（４１．６） 

１位 

６５．０ 
（４４．８） 

３位 

６３．３ 
（４６．２） 

３位 

※（  ）は全国平均値  順位は政令指定都市を除く 

 

○生徒の英語力について 

・生徒の英語力に影響を与える要素  

（文科省:英語教育実施状況調査と全国学力・学習状況調査とのクロス分析による６要素） 

※（ ）は全国平均値  

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

１．教師の英語力 CEFR B2 以上   65.3％ 
（41.6％） 

65.0％ 
（44.8％） 

63.3％ 
（46.2％） 

２．英語の授業における ICT の活用 
（発表・話すこと【やり取り】） 

91.8％ 
（90.8％） 

97.3％
（93.2％） 

100.0％ 
（96.4％） 

３．授業における生徒の英語による言語 
活動 50%以上 

87.6% 
（74.5％） 

84.5％
（75.1％） 

 

４．教師の英語使用 50％以上  82.0％ 
（74.4％） 

76.1％
（68.4％） 

 

５．ALT による授業外の活動  89.0％ 
（67.7％） 

90.4% 
（73.0％） 

 

６．ALT の参画    

  
  
   

やり取り・発音のモデル  
 

100.0％
（98.6％） 

100.0％
（98.8％） 

 

生徒へのコメントやフィードバック  100.0％
（97.5％） 

100.0％
（98.1％） 

 

パフォーマンステスト等の補助 100.0％
（95.8％） 

98.6％
（96.5％） 

 

・外部検定試験ＧＴＥＣの活用 

・「聞く」「読む」「話す」「書く」の４つの技能を統合的に育成するため、中学 

３年生はＧＴＥＣを受験（Ｒ２～） 

・教員を対象とした事後研修の実施（動画配信および研修会開催） 

（ 平成28年～令和元年 英語検定 / 令和２年度～ ＧＴＥＣ：全額補助 ） 

 

○教員の指導力向上について 

・全中学校ＡＬＴ配置 

１・２年生で週 1.5時間、３年生で週１時間のティームティーチング実施 

・授業改善に向けた努力 

  英語の授業を英語で行い、生徒が意見や考えを英語で表現するなど継続的な授業改善 

・福井県英語研究会 

全ての中学校と高校の英語教員が参加する自主研究組織での授業改善に資する取組 

を継続 

令和７年７月９日 

義 務 教 育 課 
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令和６年度英語教育実施状況調査の結果について 
 

 

 
○結果と推移について 

本県の状況（例年 12月 1日現在）                     [％] 

項目 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

高校３年生の英語力 

（CEFR A2 レベル以上） 

５９．６ 

（４６．１） 

１位 

６０．８ 

（４８．７） 

１位 

６１．１ 

（５０．６） 

２位 

６１．２ 

（５１．６） 

１位 

高校３年生の英語力 

（CEFR B1 レベル以上） 

 

 

２６．０ 

（２１．２） 

５位 

２９．１ 

（１９．８） 

２位 

３１．６ 

（２１．２） 

１位 

高校英語担当教師の英語力 

（CEFR B2 レベル以上） 

９６．９ 

（７４．９） 

１位 

９５．４ 

（７２．３） 

１位 

９８．１ 

（８０．７） 

２位 

９８．０ 

（８２．２） 

２位 

高校英語担当教師の英語力 

（CEFR C1 レベル以上）  

４０．５ 

（２２．５） 

２位 

３６．９ 

（２１．８） 

２位 

３４．９ 

（２３．５） 

４位 

※（  ）は全国平均値  順位は政令指定都市を除く 

 
○生徒の英語力について ※（ ）は全国平均値 
 学科 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

１．スピーキングテストやライティングテス

トを両方実施している 
全学科 

57.1％ 

（48.6％） 

74.1％ 

（49.8％） 

71.3％ 

（49.7％） 

２．ALT の授業への参画 
英語授業以外や学校行事 

（部活動等、生徒交流、ディベート大会等） 

普通科 
87.5％ 

（69.7％） 

93.8％ 

（73.5％） 

100％ 

（77.2％） 

国際系 
83.3％ 

（94.8％） 

100％ 

（93.5％） 

100％ 

（90.4％） 

３． ＩＣＴ機器の活用     

 発表や話すことにおけるやり取り 
全学科 

95.8％ 

（86.9％） 

95.8％ 

（89.2％） 

95.8％ 

（90.8％） 

 発話や発音などの録音・録画 
全学科 

95.8％ 

（69.6％） 

87.5％ 

（71.0％） 

83.3％ 

（73.8％） 

 遠隔地の生徒等と英語で話す交流 
全学科 

41.7％ 

（19.8％） 

41.7％ 

（21.2％） 

41.7％ 

（17.2％） 

 
・４技能を重視した授業改善とパフォーマンス評価の実施 

 生徒が読んだことや聞いたことについて、意見や考えを英語で表現するなど、４技能統

合型の授業作りに加えて、スピーキングテストやライティングテストのパフォーマンス

評価を組み入れた授業改善を行っている。 

・ALTの活用 

 県内すべてに JETプログラムおよび県独自任用している ALTを配置し、授業だけでなく、

部活動等、授業外での教育活動に積極的に ALTを活用している。 

・ICT機器の活用 

 各教員が一人一台のタブレットを活用し、生徒の表現力の育成に努めている。 

 

○教員の指導力向上について 

・自己研鑽の場の設定 

 ディベートの研修会を積極的に行い、教員がディベートについて学ぶ機会を設けている。

論理・表現の授業を中心に、ディベートを積極に行うことで、生徒だけでなく教員の英

語力向上にもつながっている。また、自主研究組織の福井県英語研究会で、中学校と高

校の英語教員が連携を取り、授業改善を行うなど、自己研鑽の場となっている。 

・教員採用試験における外国語資格の利用 

 教員採用試験で外国語資格による加点を行っている。 

令和７年７月９日 

高 校 教 育 課 
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文部科学省HP　令和６年度「英語教育実施状況調査」の結果について


